
オイスカ浜松国際高等学校いじめ対策基本方針 

 

                                いじめ対策委員会 

 

１ 基本方針 

  いじめは、いじめを受けた生徒の教育を受ける権利を著しく侵害し、その心身の健全な成長及び人

格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命や身体に重大な危険を生じさせる恐れがある。 

  したがって、いじめが認知された場合は、「経過観察」をすることなく、早急に対応をする必要があ

ると考える。 

また、いじめは誰にでも起こりうるという認識の下、ささいな兆候も積極的に認知し、対処してい

く姿勢が大切であるとともにいじめに軽重はなく、被害を受けた生徒にとっては重大な問題であると

とらえる必要がある。 

 

２ いじめの定義 

  「いじめ」とは、児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等、当該児童生

徒の一定の人間関係にある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネッ

トを通じて行われるものを含む）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じて

いるものをいう。＜いじめ防止対策推進法第２条１項＞ 

 

 ①行為をした者も行為の対象となった者も生徒であること 

  ②両者の間に一定の人間関係が存在すること 

  ③一方が他方に心理的又は物理的な影響を与える行為をしたこと 

  ④行為の対象となった生徒が心身の苦痛を感じていること 

 

という要素のみが含まれており、「継続的」でなく「一過性」のものでも、「深刻な苦痛」でなく「嫌

だ」と感じたものでも「いじめ」であるととらえる。 

 

３ いじめ防止のための学校の取り組み 

（１）日常におけるいじめ防止の取り組み 

  ①ルールやマナーの順守や思いやりの心を養うことを、すべての教育活動の中で行う。 

  ②全教職員が、いじめは決して許さないという共通認識に立ち、生徒の少しの変化も見逃さず見守

っていく。 

  ③いじめに関する諸問題が起きた場合、特定の教職員で抱え込まずに組織的に対応するため教育相

談センター（兼いじめ対策委員会）への相談・報告を行い学校全体で総合的ないじめ対策を行う。 

（２）いじめの早期発見のための取り組み 

  ①いじめ調査等…いじめを早期に発見するために、次の調査を定期的に行う。 

   ・いじめアンケートを５月・７月・10月・12月・２月の年５回実施する。 

   ・個人面談を通して聞き取り調査を、４月・７月・９月・12月・１月の学期始めと学期末に行う。 

   ・７月から８月にかけての保護者面談を通して、聞き取り調査を行う。 

  ②教育相談センター会議（兼いじめ対策会委員会）を原則週１回開催し、各学年の情報交を行う。 

  ③いじめ相談体制を充実させるために、スクールカウンセラーを週３回配置する。 

 



（３）その他の対策 

  ①インターネットでのいじめ防止のために、外部講師を招いての「情報モラル教育」を行う。   

 

４ いじめ対応の流れ 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめの早期発見 

 ・いじめアンケート ・個別面談 ・日常の観察 ・SC による面談 

「疑い」の発覚 ⇒ 被害者の身の安全確保・情報収集（本人・周囲等） 

               ⇒ 加害者からの情報収集 

育成委員会（生徒指導委員会）…○生徒指導部長・教頭・該当生徒の主任・担任 

 事実確認と役割分担の決定、今後の指導方法の決定 

・被害生徒と加害生徒、周辺生徒への聞き取りの手順と担当教師の分担把握等 

  ・被害生徒への支援方法（ＳＣによるカウンセリング等） 

  ・双方の立場の生徒の保護者への連絡方法 

  ・生命にかかわる事案や学校だけでは解決できない事案の見極め 

指導 

 被害生徒への支援 

加害生徒への指導 

双方の保護者への報告 

教職員への報告（共通認識） 

  

  

重大事案・学校だけでは解決できない事案 

 警察への連絡 

 県教委への連絡 

被害生徒への支援 

加害生徒への指導 

双方の保護者への報告 

教職員への報告（共通理解） 

 

  

  
全教職員による経過観察（解消の確認） 

   被害生徒への聞き取り 

加害生徒の観察 

双方の保護者への報告 

  

  

事案の報告 

 ・教育相談センター会議（兼いじめ対策委員会）にて「いじめの認知」 


